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プログラム
5月 24 日（木）

12:00　　　　　　　　受付・クローク開始

12:00～13:00 　幹事会　　　

会場：7F 730 研修室

12:30　　　　　　　　メイン会場　開場

13:30～13:35　　開催挨拶

村上 洋太 （北海道大学理学研究院）

13:35～15:30　　セッションI

一般講演 I

13:35～14:10　

O-1   DNA 維持メチル化とDNA複製の共役機構

中西 真 （東京大学医科学研究所）

14:10～14:45

O-2   マウス胚性幹細胞における内因性遺伝子発現ノイズの制御機構の包括的解析

落合 博 （JSTさきがけ、広島大学理学研究科数理分子生命理学専攻）

ショートトークⅠ

14:45～15:00

ST-1  内在性レトロトランスポゾンが哺乳動物卵子 DNAメチロームの多様性を生み出す

小林 久人 （東京農業大学生物資源ゲノム解析センター）

15:00～15:15

ST-2  PML bodyによる遺伝子転写制御メカニズムの解析～AP-CLaP 法を用いて～

栗原 美寿  々（基礎生物学研究所）

15:15～15:30

ST-3  クロマチン結合タンパクDEKのポリコーム複合体標的遺伝子における役割の解析

中村 みゆき （スウェーデン農業科学大学、リンネセンター）

15:30～17:00　　ポスター討論Ⅰ

Ｐ1-1～59、ST-1～10

座長：佐々木 裕之 （九州大学生体防御医学研究所）
中山 潤一 （基礎生物学研究所）
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17:00～19:00 セッションⅡ

ショートトークⅡ

17:00～17:15

ST-4   静止期 B細胞の活性化過程におけるクロマチン構造の変化

二村 圭祐 （大阪大学医学系研究科遺伝子治療学、
米国NIH・NIAMS・Lymphocyte Nuclear Biology）

17:15～17:30

ST-5  転写因子が制御するDNA脱メチル化ダイナミクス

鈴木 貴紘 （理化学研究所細胞機能変換技術研究チーム、
横浜市立大学大学院生命医科学研究科）

17:30～17:45

ST-6  ICF 症候群の分子基盤：CDCA7は HELLSと結合し非相同末端結合型 DNA修復を促進する

鵜木 元香 （九州大学生体防御医学研究所）

一般講演Ⅱ

17:50～18:25

O-3   ノンコーディング RNAによる核内構造体構築

廣瀬 哲郎 （北海道大学遺伝子病制御研究所）

18:25～19:00

O-4   細胞老化におけるSASPの分子メカニズム

高橋 暁子 （公益財団法人がん研究会 がん研究所 細胞老化プロジェクト、
国立研究開発法人科学技術振興機構 さきがけ）

19:30～21:30　　懇親会

座長：中島 欽一 （九州大学大学院医学研究院）
斉藤 典子 （がん研究会がん研究所）
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プログラム
5月 25 日（金）

9:00　　　　 　  受付・クローク開始

9:20～11:00　　　セッションⅢ

一般講演Ⅲ

9:20～9:55

O-5   １細胞レベルで見直した分裂間期マウスES 細胞のクロマチン高次構造

永野 隆 （大阪大学蛋白質研究所 細胞核動態情報研究室、ベイブラハム研究所）

9:55～10:30

O-6   メディエーター複合体のサブユニットMED26による転写制御機構

高橋 秀尚 （横浜市立大学大学院医学研究科）

ショートトークⅢ

10:30～10:45

ST-7  後天的エピゲノム改変によるKleefstra 症候群治療可能性の探求

山田 亜夕美 （理化学研究所）

10:45～11:00

ST-8  クロマチン状態によるDnmt1 の de novoメチル化活性制御

首浦 武作志 （東邦大学理学部生物学科）

11:10～11:40　　　総会

12:00～13:00　　　ランチョンセミナー

　第１会場：7F　710 会議室　 　　主催：株式会社モノクローナル抗体研究所

L-1-1  １細胞エピゲノム解析技術の開発

大川 恭行（九州大学）

L-1-2  細胞内抗体Mintbodyを用いた生細胞エピジェネティクス解析

佐藤 優子 （東京工業大学 科学技術創成研究院）

　第２会場：10F　1060 会議室 　主催：アクティブ・モティフ株式会社
株式会社レリクサ

L-2 身近になった ChIP-seq, ATAC-seq解析 - Active MotifとRhelixaの受託サービス

米沢 理人 (アクティブ・モティフ株式会社 ) 、 仲木 竜 ( 株式会社レリクサ )

座長：中尾 光善 （熊本大学発生医学研究所）
　　　宮成 祐介 （基礎生物学研究所）
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P1-1　 マウスにおける減数分裂の開始機構

石黒 啓一郎 （熊本大学発生医学研究所）

P1-2　 KDM6B は脱メチル化酵素活性非依存的に MAPK 経路遺伝子を誘導し多発性骨髄腫細
胞生存増殖に寄与する

大口 裕人 （ハーバードメディカルスクールダナファーバー癌研究所、
熊本大学生命資源研究・支援センター）

P1-3　 Dnmt3aはマウス筋萎縮時に発現減少し、筋再生能が低下する

亀井 康富 （京都府立大学大学院生命環境科学研究科分子栄養学研究室）

P1-4　 ゲノムインプリンティングの破綻による個体発生および発がんへの影響

島田 由衣 （京都大学医学研究科、東京大学医科学研究所）

P1-5　 胎児期喫煙曝露による臍帯血におけるDNAメチル化変化領域の同定

三宅 邦夫 （山梨大学大学院総合研究部社会医学講座）

P1-6　 イネ胚乳におけるトランスポゾンの発現ダイナミクス

永田 博基 （横浜市立大学木原生物学研究所）

P1-7　 末梢血 IL6遺伝子のメチル化率と自己免疫性甲状腺疾患の発症・予後との関連
木之下 陸 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体情報科学講座）

P1-8　 血液細胞を用いた DNAメチル化バイオマーカー探索のためのキャプチャシークエンス用プ
ローブの設計

大桃 秀樹 （岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク機構）

P1-9　 いわて東北メディカル・メガバンク機構におけるエピゲノムコホート研究

清水 厚志 （岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク機構）

P1-10　 DDI2 / DDI3 におけるヘテロクロマチン領域の揺らぎと発現制御を行う因子の解析
沖 昌也 （福井大学大学院工学研究科生物応用化学専攻、

福井大学ライフサイエンスイノベーションセンター）

P1-11　 サポートベクターマシーンを用いた「XOR」ルールを示すエピジェネティックマーカーの同定

飯田 直子 （国立がん研究センター研究所）

P1-12　 FTOによるm6A 修飾の制御と体重調節

河野 大輔 （群馬大学生体調節研究所代謝シグナル解析分野）

P1-13　 精子エピゲノム影響評価による非侵襲的な早期精巣毒性バイオマーカーの探索

酒井 和哉 （東北大学大学院農学研究科動物生殖科学分野）

P1-14　 miRNA 発現異常は慢性 B型肝炎における核酸アナログ投与後発癌リスクと相関する

新沼 猛 （札幌医科大学医学部分子生物学講座）

P1-15　 有袋類 IGF2RのDMRから転写される新規アンチセンス lncRNAの同定
鈴木 俊介 （信州大学農学部農学生命科学科、

信州大学先鋭領域融合研究群バイオメディカル研究所）

P1-16　 Mycnによる未分化性肝腫瘍の誘発
平野 利忠 （京都大学医学研究科、東京大学医科学研究所）

P1-17　 胎盤幹細胞におけるZfp281に依存的なエピゲノム・転写制御は胎盤発生に必須である

石内 崇士 （九州大学生体防御医学研究所エピゲノム制御学）

P1-18　 ヒストンH3K27メチル化モジュレーターの創製研究

薬師寺 文華 （北海道大学大学院薬学研究院）

P1-19　 単一成熟精子集団を用いた残存ヒストン結合領域の同定

吉田 圭介 （理化学研究所眞貝細胞記憶研究室）

P1-20 オルファン核内受容体 ERR による転写コファクターと基本転写因子を介した多段階転写
活性化機構の発見

中太 智義 （がん研究会がん研究所がんエピゲノムプロジェクト）

P1-21　 慢性炎症によるDNAメチル化異常誘発の分子機構

竹島 秀幸 （国立がん研究センター研究所・エピゲノム解析分野）

P1-22　 SWI/SNF の機能異常は胃がんにおいてCIMPを誘発する

山田 晴美 （国立がん研究センター研究所 エピゲノム解析分野、
京都大学大学院医学専攻消化管外科学）

P1-23　 胃がん関連長鎖 non-coding RNAの同定と機能解析

北嶋 洋志 （札幌医科大学医学部分子生物学講座）

P1-24　 加齢マウスの雄性生殖系列細胞におけるヒストン修飾分子の発現および局在パターン

舘花 美沙子 （東北大学大学院医学系研究科発生発達神経科学）

P1-25　ヌクレオソームを対象とした転写における塩基構成の役割

加藤 太陽 （島根大学医学部病態生化学）

P1-26　 SIRT2 選択的阻害薬の創製研究

鈴木 孝禎 （京都府立医科大学大学院医学研究科）

P1-27　 遺伝子内クロマチン修飾動態によるヘテロクロマチン制御

稲垣 宗一 （国立遺伝学研究所）

P1-28　 自己抗体の出現が不一致な一卵性双生児における、個体の遺伝背景を考慮したDNAメ
チル化率の解析

渡邉 幹夫 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻生体情報科学講座、
大阪大学大学院医学系研究科附属ツインリサーチセンター）

P1-29　 マウスにおけるヒストンのリジン-メチオニン変異誘導

阿部 周策 （九州大学生体防御医学研究所エピゲノム制御学）

P1-30　ヒト・マウス初期胚細胞の一細胞 RRBSメチローム解析のための実用化プロトコル開発

陳 影 （京都大学 iPS 細胞研究所）

P1-31　クロマチンのアクセシビリティを制御する因子のCRISPRゲノムワイドスクリーニング

石井 智子 （基礎生物学研究所、総合研究大学院大学）

P1-32　クロモドメインタンパクCdyl2は幹細胞エピゲノムのリーダーである

服部 奈緒子 （国立がん研究センター研究所エピゲノム解析分野）

P1-33　 母性ヒストン修飾によるゲノム刷り込み機構

井上 梓 （理化学研究所 生命医科学研究センター）

P1-34　 骨形成因子の応答性から読み解く、発生期神経幹細胞の分化運命決定機構

堅田 明子 （九州大学大学院 医学研究院 基盤幹細胞学分野）

P1-35　 非コードRNAがヌクレオソームに直接与える影響の生化学的解析

藤田 理紗 （早稲田大学先進理工学研究科）

P1-36　ヒストンH2Aリジン 119 番のマロニル化は Bub1 によるH2Aリン酸化及びシュゴシンタン
パク質の染色体局在化を阻害する

川島 茂裕 （東京大学大学院薬学系研究科、
JST-ERATO金井触媒分子生命プロジェクト）

P1-37　 三層マルチオミクスによるHER2 陽性乳癌の化学治療感受性マーカーの同定

 山下 聡 （国立がん研究センター研究所エピゲノム解析分野）

P1-38　 エピジェネティック調節に関わる栄養代謝中間体の探索

早川 晃司 （東京大学農学生命科学研究科応用動物科学専攻）

P1-39　 転写因子を基盤としたマウス神経幹細胞のDNAメチローム変換

今村 拓也 （九州大学医学研究院）

P1-40　 酸化反応とDNA配列解析法を用いた 5- ヒドロキシメチルシトシンの一塩基解像度検出
法の開発

神山 健太 （東京大学工学系研究科化学生命工学専攻）

P1-41　 HOXC8の卵巣チョコレート嚢腫における発症・進展への関与

前川 亮 （山口大学大学院医学系研究科産科婦人科）

P1-42　 SETDY は NCoR-HDAC 複合体と相互作用し脂肪細胞分化におけるエンハンサー活性化
を制御する

松村 欣宏  （東京大学先端科学技術研究センター代謝医学）

P1-43　 UHRF1 と HDAC の阻害は大腸がん細胞においてエピジェネティックにサイレンシングされ
た遺伝子の発現を回復させる

鈴木 拓  （札幌医科大学医学部分子生物学講座）

P1-44　 改良型 PBAT 法による高品質で低コストなメチロームシーケンシング

三浦 史仁  （九州大学大学院医学研究院医化学分野）

P1-45　 ヒストンH3K36メチル化酵素を介したゲノム維持機構

浦 聖恵  （千葉大学理学研究院生物学部門）

P1-46　 シロイヌナズナにおける概日リズムによって制御されるDNAメチル化と遺伝子発現の変化

宮崎 裕士  （沖縄科学技術大学院大学 植物エピジェネティクスユニット）

P1-47　 メチロームデータの独立成分分析のためのGUIツール

荒木 啓充  （九州大学大学院医学研究院医化学分野）

P1-48　 脱分化型脂肪肉腫における脂肪分化関連遺伝子のエピゲノム異常

高松 広周  （国立がん研究センター研究所 エピゲノム解析分野）

P1-49　ヒト配列置換マウスにおけるIG-DMRインプリント制御配列のエピゲノム状態

原 聡史  （国立成育医療研究センター研究所 システム発生・再生医学研究部）

P1-50　 DNAメチル化を用いた膵癌組織中の膵癌細胞含有率の測定

石原 弘喜  （国立がん研究センター研究所エピゲノム解析分野、
東京女子医科大学泌尿器科）

P1-51　 分化前後の ES 細胞における複製ドメインは細胞間で極めて均一なプロファイルを示す

高橋 沙央里 （理研CDB/BDR）

P1-52　 ニューロン分化期に多数の遺伝子の発現を制御する機構の解析

坂井 星辰 （東京大学大学院薬学系研究科分子生物学教室）

P1-53　 KDM2A/2Bを介したエピゲノム制御におけるJmjcドメインの機能解析

シャリフジャファル（理研 統合生命医科学研究センター (IMS) ）

P1-54　 大腸鋸歯状腺腫におけるSMOC1のエピジェネティクス異常と臨床病理学的意義

山本 英一郎（札幌医科大学医学部分子生物学講座）

P1-55　 ヒト多能性幹細胞の未分化性制御ネットワークとその進化的起源

杉山 昂太 （関西学院大学 理工学部 生命医化学科）

P1-56　 LSD1による白血病細胞系譜に応じた代謝制御機構

日野 信次朗 （熊本大学発生学研究所 細胞医学分野）

P1-57　 ショウジョウバエにおける拘束ストレス依存的エピジェネティック遺伝現象と分子機構の
解析

成 耆鉉 （理化学研究所筑波地区）

P1-58　リジン脱メチル化酵素 LSD1はグルココルチコイドによる骨格筋代謝プログラムを調節する

阿南 浩太郎 （熊本大学発生医学研究所細胞医学分野）

P1-59　マウスEpiSCにおけるX染色体不活性化

市原 沙也 （近畿大学大学院農学研究科バイオサイエンス専攻）

13:20～15:00　セッションⅣ

一般講演Ⅳ

13:20～13:55

O-7   母性ヒストン修飾によるゲノム刷り込み機構

井上 梓 （理化学研究所 生命医科学研究センター）

13:55～14:30

O-8   複製染色体での PCNAの動態制御

釣本 敏樹 （九州大学理学研究院 生物科学部門）

ショートトークⅣ

14:30～14:45

ST-9  核内足場クロマチン構造を介した ncRNA, SNORD116HGの作動機序の解明

目黒 牧子 （金沢大学学際科学実験センター）

14:45～15:00

ST-10   DNAメチル化酵素が哺乳類の染色体 DNA複製制御に果たす役割

竹林 慎一郎 （三重大学大学院医学系研究科）

15:00～16:30　ポスター討論Ⅱ

Ｐ2-1～59、ST-1～10

16:30～18:10　セッションV

16:30～17:00　　奨励賞受賞講演及び授賞式

A-1   有機化学を用いたDNAおよびヒストン修飾解析法の確立

林 剛介 （東京大学工学系研究科化学生命工学専攻）

17:00～17:35　　一般講演Ⅴ

O-9     iPS 細胞技術によるがん細胞の理解と制御

山田 泰広 （東京大学医科学研究所 先進病態モデル研究分野）

17:35～18:10　　次回年会長講演

N-1　　ポリコム群による発生制御メカニズム

古関 明彦 （理化学研究所 統合生命医科学研究センター）

18:10～18:15　閉会挨拶

村上 洋太 （北海道大学理学研究院）

座長：平谷 伊智朗 （理研 CDB/BDR）
佐渡　敬 （近畿大学農学部）

座長：副島 英伸 （佐賀大学医学部分子生命科学講座）
眞貝 洋一 （理化学研究所）




